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析で、ホワイトコート処理した果実特異的に TXIB およびそのモノエステル類縁体 
2,2,4-trimethyl-1,3-pentanediol 1-isobutyrate、2,2,4-trimethyl-1,3-pentanediol 3-isobutyrate
（texanolsと総称）が検出された。TXIB には不斉炭素が１つ存在することから、キラ
ルカラムを用いた光学分割により (3S)- および (3R)-TXIB を調製した。雌成虫の触
角を用いた GC-EAD 分析では TXIB、(3R)-TXIB、モノエステル体に対して電位応答
を得たが、生物試験の結果 TXIB 、(3R)-TXIB のみが産卵抑制効果を示した。従っ
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て、(3R)-TXIB が本種雌成虫に受容され、産卵抑制効果を誘発すると結論した。  












従来考えられていた CaCO3 による物理的作用ではなく、TXIB の揮発による化学的
作用に基づくことと結論した。 
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ートにおいては TXIB によって打ち消されていることを明らかにした。 
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